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 本研究の目的は，小学校 1 年生を対象とした表現リズム遊びにおける模倣の動きの実態
と変容を明らかにすることである。 




1. 単元前のプレテストでは，「形骸模倣」が全体の 50%以上を占めていた。 
2. 単元後のポストテストでは，「形骸模倣」の割合が減少し，「誇張模倣」，「オリジナル模
倣」，「反映模倣」の割合に増加がみられた。 
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 The purpose of this research was to investigate the current situation and the changes of imitative 
movements in Expression and Rhythm Play classes for 1st grade elementary school students.  
The experimental classes were conducted over four, one-hour PE sessions in one school (34 
children in total, 17 boys, 17 girls). It was important for students to develop imitative movements 
in these classes. We made criteria to classify students’ imitation of animal (rabbit) movements and 
then we classified their movements. 
 The main results were as follows： 
1. In the pre-test, the ratio of “Imitation of a framework” was more than 50%.  
2. In the post-test, the ratio of “Imitation of a framework” significantly decreased and “Exaggerated 
imitation”, “Original imitation” and “Reflective imitation” significantly increased. 
3. In the post-test, the numbers of students who displayed two or more imitative movements 
increased. 
 



























































































































本研究の授業実践は，2017 年 12 月 13 日か
ら 20 日にかけて，体育授業内で表現リズム遊
び単元，全 4 時間を実施した。対象は，東京都
内にある A 小学校の 1 年生 34 名（男子児童 17
名，女子児童 17 名）であり，授業は実施校に勤
務する教師歴 33 年の女性教員によって行われ
た。なお，1 時間目に欠席した男子児童 1 名と，
4 時間目に欠席した男子児童 2 名，女子児童 1












































































表 1  授業単元の経過 ＊筆者作成 






































































































・学習カード記入 ・学習カード記入 ・学習カード記入 ・学習カード記入 
・整理運動 ・整理運動 ・整理運動 ・整理運動 







































































































































にクラス 34 名の児童を 4 つの班に分け，A 班
9 名を赤色，B 班 9 名を黄色，C 班 9 名を緑色，
D 班 7 名を青色とし，それぞれのビブスを着用
した。スキルテストは，はじめに A 班・B 班が
行い，その次に C 班・D 班と交代する。なお，
スキルテスト終了直後に，スキルテストで行っ




デジタル HD ビデオカメラ（SONY 社製 HDR-
CX675）を使用し，毎秒 60 コマ，シャッタース
ピードは 1／250 秒で撮影を行った。撮影方法
















































































































































表 2  摸倣の動きの分類基準表 ＊成瀬ら（2014；2018）を参考に，筆者作成 
























模倣なし 題材の特徴を捉えておらずイメージがない／模倣対象がない（ex.ただ走っている） 模倣なし 
※1 分類する際には，分類条件のいずれかに当てはまる模倣の動きが 2 回以上出現した場合にカウントする。 





























































































































オリジナル模倣が 4 回（2.31%），誇張模倣が 29
回（16.76%），形骸模倣が 99 回（57.23%），相
互模倣が 11 回（6.36%），反映模倣が 18 回
（10.40%）であった。また，模倣なしの出現は
12 回（6.94%）であったことから，模倣なしの








17 回（9.09%），誇張模倣 59 回（31.55%），形






            
表 3  模倣の出現回数及び割合の変化   ＊筆者作成 
うさぎ プレテスト ポストテスト 
模倣の種類 回数（回） 出現率（％） 回数（回） 出現率（％） 
オリジナル模倣 4 2.31% 17 9.09% 
誇張模倣 29 16.76% 59 31.55% 
形骸模倣 99 57.23% 52 27.81% 
相互模倣 11 6.36% 18 9.63% 
反映模倣 18 10.40% 36 19.25% 
模倣なし 12 6.94% 5 2.67% 
総計 173 100% 187 100% 
n=30  




































スト 13 名（43.34%），ポストテスト 14 名
（46.66%）とあまり差はみられなかった。さら
に，「形骸模倣と誇張模倣とオリジナル模倣」の





















                    表 4  摸倣の出現パターンの変化         ＊筆者作成 










オリジナル模倣のみ 0 0.0% 0 0.0% 
誇張模倣のみ 0 0.0% 3 10.00% 
形骸模倣のみ 14 46.66% 2 6.67% 
形骸模倣と誇張模倣 13 43.34% 14 46.66% 
形骸模倣とオリジナル模倣 0 0.0% 2 6.67% 
誇張模倣とオリジナル模倣 0 0.0% 0 0.0% 
形骸模倣と誇張模倣とオリジナル模倣 3 10.00% 9 30.00% 
総計 30 100% 30 100% 
n=30 





























イプが 1 名，形骸模倣から誇張模倣を交互に 4
回繰り返し変容したタイプが 4 名，形骸模倣か






れも 4 回の変容がみられたが，3 名中それぞれ
3 個のタイプが現れ，その内容は多様であった。
さらに，変容数でみていくと，複数の模倣が出





                           










プレテスト  （n=16） （人） ポストテスト  （n=25） （人） 
1 誇張→形骸 3 
1 
形骸→誇張 1 
2 形骸→誇張→形骸  4 誇張→形骸 2 





形骸→誇張→形骸→オリジナル→形骸 1 誇張→形骸→誇張 4 




7 形骸→誇張→形骸→誇張→形骸→誇張→形骸→誇張 1 形骸→誇張→形骸→オリジナル 1 
      形骸→オリジナル→誇張→オリジナル 1 
    誇張→形骸→オリジナル→誇張 1 
    
4 
形骸→誇張→オリジナル→誇張→形骸 1 
    形骸→誇張→オリジナル→誇張→オリジナル 1 
    形骸→オリジナル→誇張→形骸→オリジナル 1 
    誇張→形骸→誇張→形骸→誇張 1 
    オリジナル→形骸→誇張→オリジナル→形骸 1 
    
5 
形骸→誇張→形骸→誇張→形骸→誇張  1 














倣と誇張模倣」の 14 名には，7 個のタイプが現
れ，変容数 1 回が 3 名，変容数 2 回が 6 名，変
容数 3 回が 3 名，変容数 4 回が 1 名，変容数 5




に 1 回のみ変容していた。次に，3 種類の模倣
のパターン「形骸模倣と誇張模倣とオリジナル
模倣」では 9 名中それぞれ 9 個のタイプが現れ
ていた。さらに変容数は，変容数 2 回が 1 名，
変容数 3 回が 3 名，変容数 4 回が 4 名，変容数
















































































































5） ピアジェは，2 歳から 7 歳頃の幼児期を，
論理的な思考ができる前の段階という意味




















Andrew，N. Meltzoff ＆  M. Keith，Moore
（ 1994 ） Imitation, memory, and the 










































































































ボール授業における 3 対 2 アウトナンバーゲ



































































        
資料 1 学習カード ＊いもとようこ（2015）よりイラスト引用，筆者作成 
 
 
資料 2  模倣の分類手順例 ＊筆者作成 
児童 秒 動きの文字化 動きを分解 
模倣
対象 模倣の動きの分類条件 分類の観点 






















































※赤色 9 番の男子児童を例に，1 分間のスキルテストにおける模倣の動きを分類すると以下のようになる。  
 0 〜15 秒の「両手を顔の高さにあげて膝を深く屈伸させてから両足で高く跳ぶ」という動きの模倣対象は，題材の模倣と
して分類できる。また，その動きが，模倣の動きの分類条件における「題材の特徴を捉え，形態を大げさに表現している状
態／形態を誇張した模倣」という項目に当てはまることから，誇張模倣に分類することができる。  
 続いて，15〜40 秒の「赤 6 を見て，助走をしてから跳びながら自転し，自転すると同時に左足をあげる」という動きは，
模倣対象が他者と題材の両方で分類することができることから，他者の模倣と題材の模倣それぞれについて観察する。模倣
対象が他者の場合，赤色 9 番の児童は，赤色 6 番の児童を見て自身の動きに反映させていることから，模倣の分類条件の「自
分にはない他の児童の動きを取り入れて動く」に当てはまる。このことから反映模倣に分類できる。加えて，題材の模倣と
しては「題材の形態を超え，全身を使って表現している／独自のイメージをデフォルメさせている」という項目に当てはま
ることから，オリジナル模倣に分類することができる。  
 このようにして，1 分間における児童の動きを文字化する→動きごとに分解する→模倣対象が「題材」であるか「他者」
であるか，または「なし」なのかに分類する→模倣の動きの条件を観察し，各模倣の観点に分類する，という手順を踏む。  
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